
歩く力を促す 
＊段ボール立ち・押し歩き 
＊坂・芝・砂利道を歩く 
ふらつく場合は手をつなぎ歩く。 
＊階段の昇り降り 
両手すり、片手すり、片手つなぎ 
などで階段を昇り降りする。 
１段ずつ→交互の順に脚を出す。 

「見る」「聞く」力を促す 
＊顔を合わせてお話 
目と目を見合わせる。 
＊楽しく触れ合い 
くすぐったり、軽く揺らす。 

首の力を促す 
＊縦抱っこ 親が体を傾けたり歩く。 
＊膝上でゆらゆら 
頭が真ん中に戻ろうとする反応を待つ。 
  

うつぶせの力を促す 
＊うつぶせ抱っこ 
＊うつぶせ遊び 
両手を前に出す。両脇の下 
にロール状のタオルを置くと 
頭が上がりやすくなる。 

 

寝返りする力を促す 
＊横向き遊び・寝返り遊び  
下の手を前に出しながらお尻を押さえ 
自ら頭を起こしてくるのを待つ。 

座る力を促す 
＊両手つなぎ座り  
力がついてきたら片手つなぎへ。 
＊膝上・膝上椅子座り 
体が真ん中に戻ろうとする反応を待つ。 
＊座り抱っこ お尻をしっかりと押さえ、親が体を傾けたり歩く。 

身体の力を促す  
＊高い高い＊飛行機＊ぶんぶん 
空中で体の向きが変わることで様々な姿勢で 
体を支える力や立ち直る力がつく。 

脚を持ち上げる力を 
促す 
＊脚の体操 
両下肢交互・ 
同時に顔に 
近づける。 

這い這いする力を促す 
＊這い這いで山登り  
＊うつぶせで体重移動  
高い位置や肩脇で玩具に手が出てくるのを誘う。 
這い這いは回転→後方→前方の順に発達。 
＊手押し車で体重移動 前後左右にゆっくりと揺らす。 

立つ力を促す 
＊空中立ち 赤ちゃんの背中が親に 
付かないようにするとより効果的。 
＊立ち上がり  
親の膝を立てながら立ち上がらせる。 



手を使って遊ぼう 

・スムーズな物の操作には目と手の協調が大切であり、その為には繰り返
し見る・触る・動かす繰り返しが大切です。 

・目と手を協調して使うために必要になるのが手の触覚・固有受容覚の発
達です。 

・触った物を感じ取る「触覚」や筋肉を使う時や関節の曲げ伸ばしによって
生じる「固有覚」は、操作する対象物の持ち加減、つまみ加減をコントロール
する働きがあります。この感覚が鈍感だと力加減が分からず、不器用さに繋
がるのです。 

～ピラミッドのような発達～ 

集中力 組織力 自尊心 自信 
 自己抑制 強化学習能力 

目と手の協調性 視知覚 言語 
  話す能力  目的的活動 

身体知覚 身体両側挙調整 
運動企画 注意の持続性 
活動レベル 情緒の安定性 

 吸う 食べる 姿勢 
快い触覚 母子の絆 
筋緊張 バランス 目の   
動き 重力への安心感 
 

・例えばスプーン操作が下手なのは、掌のどの部分
にスプーンの柄が触れているのか、どの位の力加減
で持ったら良いのかが分からないのかもしれません。 

・直接的な操作の練習だけでなく、感覚遊びなど手を
使った様々な遊びを楽しみながら、目と手の協調を
育てていくことが大切です。 
 

・まず、手の発達は目で見ることから始まります。    
生後、物を短時間で見ることから始まり、手を伸
ばす、物に触れるようになります。 
・この見る→手を伸ばす→触るが基本となり、眼

の誘導に合わせて手を使う（目と手の協調）が発
達します。 

前庭覚 固有覚 触覚 聴覚 視覚 



・５才を過ぎると子供達の動作はキビキビとした感じに
なり、バネのきいた走りや縄とびが跳べるようになりま
す。会話も相手の話題とかみ合った、長いやりとりが
出来るようになります。 

・この頃の絵は、いくつかの部品をひとつの輪郭でまと
めて描くようになります。「誰が何をしているところ」と
いった場面を描くようになり、ストーリーが出てきます。 

・男の子と女の子の表現する場面の違いも際立ってき
ます。 
 

・丸が描ける様になるとその中に目・鼻・口を描いて顔
になり、顔に足を付けて頭足人を描くようになります。 

・この頃の絵は、「お母さんには目と鼻があるよ」という
言葉に近い物で、何がどこにあるのかを表現できれば、
丸でも線でも塗りつぶしても良いのです。 

・新しいパーツを描く必要が出てきたときに、付け加え
て描かれるようになります。私たち大人は頭や胴の表
現方法に口を挟んで子供を傷つけないように気を付け
なければいけません。 

・紙に叩き付けるような点々から始まり、細かいコント
ロールが出来てくるとなぐり描きも大きな弧から次第に
小さな弧に、渦巻き状へと変化していきます。なぐり描き
を十分に楽しむことで、手を自由にコントロール出来る
ようになります。 

・しばらくすると描いた物に名前を付け始めます。「見立
て」や「名付け」行動は、ある物を別の物で抽象するとい
う重要な心の働きが芽生えたことを示しています。３才
頃には閉じた丸が描ける様になり、幼児の絵は、この丸
をベースに発達していきます。 

絵の発達 

なぐり描きの時期  １～３才 

パーツで描く絵の時期  ３～６才 

輪郭で描く時期  5才～７・８才 



1歳～2歳 
初期の頃は、「子どもの一人
遊びに、ママが一緒にいてあ
げる」 
１才の後半にはママとの「二
人遊び」に発展します。 

 

2歳～3歳 
2語文が言える。お友達への
関心が高まり、同じ年令の子
どもと関わりをもちたがるよう
になり、ママ以外の人とのやり
とり遊びへ発展します。  
 
※2語文（「ワンワン、キタ」「マ
ンマ、チョウダイ」、主語・述語
にあたる２つの単語をつなげ
たような文） 

3歳すぎ～6歳頃 
3～4歳では、 動き が活発
となり、自分の名前が言え、
日常会話上手になります。
お友達との遊びも多くなり、
ごっこ遊びをするようになり
ます。 

この頃の遊びは・・・ 
→空のコップで「飲む」ふり

をしたり、おもちゃの食べ物
を使って「食べる」ふりをす
るといった 『ごっこ遊び』 が

始まります。 

この頃の遊びは・・・ 
→人形にミルクを飲ませる

ふり、スプーンを使って食べ
させるふりをする、など2段

階のごっこ遊びが出現して
きます。 

それから徐々に、ママになり
きって人形の世話をするな
ど、ごっこ遊びにストーリー
性が出てきます。 

この頃の遊びは・・・ 
→ままごとやお店屋さんごっ

こ、怪獣ごっこ等をお友達を
介して行えるようになります。 

ごっこ遊びの基礎となるイメージ
する力の現れは、一般に１歳半ご
ろと言われています。 

１・２歳児期の幼児は身体諸能力
の発達と共に、さまざまな事物・
場所等に興味を持ち、未知への
関心から探索活動を始めます。こ
の探索活動が、幼児のイメージす
る力をさらに広げます。 



1ヵ月 2ヵ月 3ヶ月 4ヶ月 5ヶ月 6ヵ月 7ヶ月 8ヶ月
～11ヶ月

1歳～1歳5ヶ月 1歳6ヶ月
～1歳11ヶ月

3歳 4歳 5歳 6歳 7歳

【運動発達】 歩行 小走り 走る・蹴る・その場でジャンプ 他児と遊ぶ ルールのある遊び スキップ

リズム楽器 吹いて音を出す
リズムと旋律の両方
歌いやすい歌

メロディーを模倣

子供の歌 ラッパ ピアニカ、ピアノ ハーモニカ、縦笛

巧緻動作
協調動作を促す道具

ジャングルジム
すべり台

バッティング、ボーリング

簡単な操作で動かせるもの
もの同士の因果関係を

発見することが楽しくなるもの
形を見て差し込む

変化が作れる
前進を考えさせるおもちゃ

手をよくコントロール
して動かす

ミニカー、イタズラボックス
物の出し入れ

○△×型はめ プラレール、ラジコン ８片以上の
型はめ

ジオラマ、あぶり出し ヨーヨー、コマ
ジグソーパズル

描けるもの・ままごと
砂遊び道具

フエルトペン、鍋・スプーン
コップ、シャベル・バケツ

物を並べたり積んだり

ブロック、たる型積み木 レゴ、ドミノ

2歳半～
空想が広がる絵本話の筋が楽しめる絵本

シール絵本、紙芝居
立体絵本

文字や数字の
学習を促すおもちゃ

文字スタンプ
文字カード、時計

社会的な関係を体験する
おもちゃ触れ合える人形

自分で
並べたり配置

大きなぬいぐるみ　ままごと道具 ドールハウス

2歳半～
順序が覚えられるおもちゃ

ゲーム

2歳

寝返り

【音楽リズム遊び】
楽しめる音 単純な操作で音が出る楽器 旋律楽器

自転車、なわとび

リズムをとって
音を出すもの

ガラガラ、オルゴール　 たいこ、ピアノ、ラッパ カスタネット、木琴 打楽器

自ら姿勢を変換するような
働きかけをするもの

前進することを楽しみ、
三次元の空間を移動

高度なバランスと全身の協調を要するような遊び

起き上がり小法師 カタカタ、木馬 ブランコ、三輪車

【探索・適応遊び】
単純な動作で変化するもの

起き上がり小法師、キラキラ

【運動遊び】

【造形遊び】

【構成・想像遊び】
自分のイメージにそって構成 他児と協力して作る

組み積み木、ドミノ 大型積み木

【絵本遊び】
触ると音が出るものを触って楽しむ 文字や数字が出てくる絵本

単純で大きく、カラフルな絵本　　　　　　　　　　　乗り物、食べ物、日用品など写実的・身近なもの ストーリーのある絵本、字のある絵本

【ことば・数遊び】
発声が誘発される気持ちが惹かれる、話し掛けたくなるおもちゃ ジェスチャーとともに発生を促すおもちゃ

ぬいぐるみ、キャラクター人形　　　　　　　　声・音を出す人形 電話機、音声録音おもちゃ

【役割遊び】

母親を介して
ぬいぐるみと遊ぶ

社会的な行動を誘うおもちゃ 役をつけて遊べる人形観賞用人形
社会的関係を理解するおもちゃ

ぬいぐるみ いろいろなサイズのぬいぐるみ、人形 着せ替え人形

【協同・競争遊び】
場を共有しているだけ 一緒遊べる道具→他児を意識 ルールがあって集団で楽しめるおもちゃ競争することが楽しみになる

砂場 大勢で乗るブランコ TVゲーム、ゲーム盤

お話ごっこ

自動車、容器の開け閉め
大小カップ

積み木（色々な材質、形）

かき混ぜるもの 思う通りに作れる素材・道具（形が残りやすいもの） 作る動作の拡大を促す素材

水、砂、泥 クレヨン、粘土 絵の具、折り紙、ぬり絵


